
淀川区では、誰もが住み慣れた地域で、健やかに安心して暮らし続けられるまちをめざし、区
政を運営しています。これまでも区の特性を踏まえた福祉コミュニティの将来像として、「淀川
区地域福祉推進ビジョン」の改定を重ね、地域福祉の推進に努めてまいりました。
全国的に人口減少が続く中にあっても、淀川区では人口が増加しており、令和6年4月には市内

24区の中で最も人口が多い行政区となりました。これは、多くの方が淀川区に魅力を感じ、選ん
でくださっている証だと考えています。
一方、淀川区にも市内他区と同様に多くの課題があります。いわゆる「8050」問題のような高

齢者とご家族の複合的な課題や、長引く物価高騰等による生活困窮の問題、災害発生時にひとり
では避難が困難な「要援護者」への対応、子育て世帯の多様化するニーズと切れ目のない支援体
制の構築、加えて、がん検診や特定健診の受診率の低さなどがあげられます。
こうした新たに顕在化してきた課題に対応するとともに、社会情勢や国の制度変更を踏まえ、

「淀川区地域福祉推進ビジョン（第３期）」を改定しました。改定に当たっては、区内の各相談
支援機関や区政会議のご意見や、パブリック・コメントによる在住・在勤の方などのご意見を反
映しています。
令和8年4月からスタートするこのビジョンでは、「生活困窮者を支える仕組みの充実」「要援

護者への支援体制の充実」「妊娠期から中学生までの切れ目のない支援（淀川区版「ネウボ
ラ」）の推進」「健康づくりの推進」の4つの柱を重点項目として取り組みま
す。
今後も、区民の皆さまや地域、学校、企業などと力を合わせて、さまざま

な取り組みを進めてまいります。引き続き、ご理解とご協力を賜りますよう
お願いいたします。

淀川区地域福祉推進ビジョンは、淀川区将来ビジョン2029「心豊かに安心して暮らせるま
ち淀川」を基盤に、誰もが住み慣れた地域で健やかに安心して暮らせるまちづくりをめざし
ます。
行政・住民・関係機関・団体が一体となり、ビジョンを周知しながら連携と協力体制を強化
します。
取組状況は｢淀川区運営方針｣でPDCAを活用し、意見も踏まえて継続的に改善します。
また、社会情勢やニーズの変化に応じ、2年後をめどに中間振り返りを行うなど、必要に応
じて内容を見直します。

令和 8 年 4 月　　　　　

計画期間（推進期間）

将来ビジョン
～令和7年度
（～2025）

令和12年度～
（2030～）

令和12年度～
（2030～）

～令和7年度
（～2025）

令和8年度～
（2026）

令和8年度～令和11年度
（2026）     （2029）

中間振り返り ～令和11年度
     （2029）

令和7
（2025）
年度

令和8
（2026）
年度

令和9
（2027）
年度

令和10
（2028）
年度

令和11
（2029）
年度

令和12
（2030）
年度運営方針

地域福祉推進ビジョン




